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-----------------------＜ご協力のお願い＞-------------------------- 

 市民の皆様には、日頃から市政運営につきましてご理解とご協力をいただき、誠に

ありがとうございます。 

 さて、焼津市では新型コロナウイルス感染症の拡大が市民生活にどのような影響を

与えているのか等を把握するためにアンケート調査を実施します。調査結果は令和３

年度に策定する「第６次焼津市総合計画」の次期基本計画（令和４年度～７年度）に

反映します。 

 つきましては、大変お忙しいところ誠に恐縮ではありますが、ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

 なお、本アンケートは、市内に住む満 18 歳以上の皆様の中から 2,000 人の方を無

作為に選ばせていただいています。 

令和３年１月 焼津市長 中野 弘道 

 

-----------------------＜記入上のお願い＞-------------------------- 

○ 封筒のあて名となっているご本人様のお考えや状況についてお答えください。 

○ 回答は、用意された項目の中からあてはまるものを選んで、その番号を○で囲

んでください。 

○ ご記入が済みましたら、お手数ですが同封の返信用封筒に入れ、 

    令和３年２月８日（月）までに 

ポストへご投函ください。 

 

 

市民アンケートにご協力ください 

－新型コロナウイルス感染症に関するアンケート調査－ 

【この調査についてのお問い合わせ先】 

 

焼津市役所 政策企画課  

TEL 054-626-2141 FAX 054-626-2185 

e-mail kikaku@city.yaizu.lg.jp 
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F１ あなたの性別についてお伺いします。（○は１つ） 

 

 
 
※「３ その他」とは、性的マイノリティを考慮した選択肢です。戸籍上の区分とは別にご自身の主観により

ご記入ください。 

 

F２ あなたの年齢についてお伺いします。（○は１つ） 

 

 

 

F３ あなたのお子さまについてお伺いします。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

F４ あなたの職業についてお伺いします。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●あなた自身のことについてお伺いします。 

 １ 男性    ２ 女性   ３ その他 

１ 10 代  ２ 20 代  ３ 30 代      ４ 40 代 

５ 50 代  ６ 60～64 歳  ７ 65～69 歳    ８ 70 代以上 

１ 小学校入学前の子どもがいる   ２ 小学生の子どもがいる 

３ 中学生の子どもがいる    ４ 高校生の子どもがいる 

５ 大学や専門学校などの学生で未成年の子どもがいる 

６ 大学や専門学校などの学生で成人している子どもがいる 

７ 社会人（学生ではない）で未成年の子どもがいる 

８ 社会人（学生ではない）で成人している子どもがいる 

９ 子どもはいない 

 

１ 農林漁業  家族従事者も含む 

２ 自営業  卸・小売店、飲食店、理髪店、工事店等の経営者及び家族従事者 

３ 自由業  開業医、弁護士、茶華道師匠、宗教家、芸術家、書道家、スポーツ選手など 

４ 経営・管理職 会社・団体の部長級以上、官公庁の課長級以上 

５ 事務職  事務系会社員、事務系公務員、警察官、駅員など 

６ 専門・技術職 研究員、技術者、大学教員、裁判官、病院勤務医、看護師、デザイナーなど 

７ 教育職  幼稚園、小・中・高校教員、保育士など 

８ 作業・技能職 運転士、建築作業員、職人、工員、電話交換手、土木作業員、山林労務員など 

９ 販売・サービス業 店員、販売員、調理師、理・美容師など 

10 主（夫）婦Ａ 内職など 

11 主（夫）婦Ｂ 家事専業 

12 学生  学生 

13 その他（具体的に：             ） 

14 無職 
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F５ あなたの雇用形態についてお伺いします。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

F６ あなたが働いているところについてお伺いします。（○は１つ） 

 
 

 

F７ あなたのお住いの地区についてお伺いします。（○は１つ） 

 

 

 

 

F８ あなたのお住いについてお伺いします。（○は１つ） 

 

１ 市内                ２ 市外               ３ 働いていない 

１ 焼津  ２ 大村  ３ 豊田   ４ 小川 

５ 港   ６ 東益津  ７ 大富   ８ 和田 

９ 大井川  10 その他（     ） 
１ 戸建て住宅（持ち家）  ２ 戸建て住宅（借家）  

３ 共同住宅・長屋（分譲）  ４ 共同住宅・長屋（賃貸） 

５ 公営住宅    ６ その他（   ） 

１ 正規の職員・従業員  ２ 派遣社員 

３ パート・アルバイト  ４ 役員 

５ 自営業主（雇人あり）  ６ 自営業主（雇人なし） 

７ 家族従業者（自営業主の家族でその事業に従事している）   

８ 仕事はしていない 

９ その他（          ） 
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問1 新型コロナウイルス感染症の拡大によって、あなたにどのような変化がありましたか。

以下のそれぞれの項目について、最もよくあてはまる番号に○印をつけてください。

（〇はそれぞれ１つ）※ご自身に該当しない項目は「３ 変化はない」と回答します。 

項目 
非常に 
増えた 

やや 
増えた 

変化は 
ない 

やや 
減った 

非常に 
減った 

収入 5 4 3 2 1 

支出 5 4 3 2 1 

子育ての負担 5 4 3 2 1 

健康への負担（身体的） 5 4 3 2 1 

健康への負担（精神的） 5 4 3 2 1 

介護の負担 5 4 3 2 1 

労働時間（家事労働を含む） 5 4 3 2 1 

学習の機会 5 4 3 2 1 

運動の機会 5 4 3 2 1 

医療機関での受診 5 4 3 2 1 

仕事の機会 5 4 3 2 1 

交流の機会 5 4 3 2 1 

外出の機会 5 4 3 2 1 

文化・芸術活動の機会 5 4 3 2 1 

地域活動の機会 5 4 3 2 1 

 

問2 高校生以下のお子さまがいる方にお伺いします。新型コロナウイルス感染症の拡大に

よって、あなたのお子さまにどのような変化がありましたか。以下のそれぞれの項目

について、最もよくあてはまる番号に○印をつけてください。（〇はそれぞれ１つ） 

項目 
非常に 
増えた 

やや 
増えた 

変化は 
ない 

やや 
減った 

非常に 
減った 

健康への負担（身体的） 5 4 3 2 1 

健康への負担（精神的） 5 4 3 2 1 

学習の機会 5 4 3 2 1 

運動の機会 5 4 3 2 1 

医療機関での受診 5 4 3 2 1 

交流の機会 5 4 3 2 1 

外出の機会 5 4 3 2 1 

文化・芸術活動の機会 5 4 3 2 1 

地域活動の機会 5 4 3 2 1 

●新型コロナウイルス感染症の影響についてお伺いします。 
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問3 新型コロナウイルスの感染症拡大（コロナ禍）によって、焼津市のまちづくりにおい

て、現時点であなたはどの分野の緊急度が高まっていると思いますか。以下のそれぞ

れの項目について、最もよくあてはまる番号に○印をつけてください。 

（〇はそれぞれ１つ） 

分野 
非常に 
高い 

やや 
高い 

どちらで
もない 

やや 
低い 

非常に 
低い 

子育て 5 4 3 2 1 

学校教育 5 4 3 2 1 

生涯学習 5 4 3 2 1 

健康 5 4 3 2 1 

医療 5 4 3 2 1 

福祉 5 4 3 2 1 

水産業 5 4 3 2 1 

農業 5 4 3 2 1 

商業・工業 5 4 3 2 1 

雇用・就労環境 5 4 3 2 1 

観光 5 4 3 2 1 

文化・芸術 5 4 3 2 1 

スポーツ 5 4 3 2 1 

防災・減災 5 4 3 2 1 

交通安全 5 4 3 2 1 

防犯 5 4 3 2 1 

良好な住環境 5 4 3 2 1 

交通ネットワーク（道路・公共交通） 5 4 3 2 1 

水道水の安定供給 5 4 3 2 1 

環境保全・公害対策 5 4 3 2 1 

低炭素・循環型社会・ゴミ削減 5 4 3 2 1 

人権の尊重 5 4 3 2 1 

市民協働 5 4 3 2 1 

市民への情報発信 5 4 3 2 1 

市役所の業務効率化 5 4 3 2 1 

市役所の各種手続きのデジタル化 5 4 3 2 1 

市の健全な財政運営 5 4 3 2 1 

 

●新型コロナウイルス感染症の拡大による施策の緊急度についてお伺いします。 
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問4 新型コロナウイルス感染症拡大が収束した後（いわゆるアフターコロナ）における将

来の焼津市のまちづくりで、あなたは今後どの分野の重要度が高いと思いますか。以

下のそれぞれの項目について、最もよくあてはまる番号に○印をつけてください。

（〇はそれぞれ１つ） 

 

 

分野 
非常に 
高い 

やや 
高い 

どちらで
もない 

やや 
低い 

非常に 
低い 

子育て 5 4 3 2 1 

学校教育 5 4 3 2 1 

生涯学習 5 4 3 2 1 

健康 5 4 3 2 1 

医療 5 4 3 2 1 

福祉 5 4 3 2 1 

水産業 5 4 3 2 1 

農業 5 4 3 2 1 

商業・工業 5 4 3 2 1 

雇用・就労環境 5 4 3 2 1 

観光 5 4 3 2 1 

文化・芸術 5 4 3 2 1 

スポーツ 5 4 3 2 1 

防災・減災 5 4 3 2 1 

交通安全 5 4 3 2 1 

防犯 5 4 3 2 1 

良好な住環境 5 4 3 2 1 

交通ネットワーク（道路・公共交通） 5 4 3 2 1 

水道水の安定供給 5 4 3 2 1 

環境保全・公害対策 5 4 3 2 1 

低炭素・循環型社会・ゴミ削減 5 4 3 2 1 

人権の尊重 5 4 3 2 1 

市民協働 5 4 3 2 1 

市民への情報発信 5 4 3 2 1 

市役所の業務効率化 5 4 3 2 1 

市役所の各種手続きのデジタル化 5 4 3 2 1 

市の健全な財政運営 5 4 3 2 1 

●新型コロナウイルス感染症の収束後における施策の重要度についてお伺いします。 
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問5 焼津市が持続可能なまちとして発展していくために、それぞれの課題において、今後

どのような取組みが重要となると思われますか。以下の課題において市が取組むべき

項目をそれぞれ５つ以内で選び番号に○印をつけてください。（〇は５つ以内）                                    
－ 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 － 

●これからの時代において、焼津市が取組むべき事業についてお伺いします。 

課題１：産業・雇用への対応（５つ以内に〇） 

１ 企業誘致の推進          ２ 事業承継支援 

３ 創業・起業支援          ４ 水産業の振興 

５ 農業の振興            ６ 経営安定に向けた支援 

７ 販路の拡大支援          ８ 若者と地元企業のマッチング 

９ 多様な人材の雇用・活用      10 多様な働き方の促進（テレワーク等） 

11 中心市街地の活性化        12 商業施設の充実 

13 観光交流客の拡大         14 デジタル技術の活用 

15 その他（            ） 

課題３：人口減少社会への対応（５つ以内に〇） 

１ 市のＰＲ・移住相談の強化     ２ 移住・定住者への支援 

３ 働く場の創出           ４ 地域コミュニティの活性化 

５ 出会い・結婚サポート       ６ 妊娠・出産への支援 

７ 子育て支援            ８ 学校教育の充実 

９ 良質な住宅地の形成        10 子ども・若者が地元を知る機会の創出 

11 防災・減災対策           12 多様な人材が活躍できる地域社会の実現 

13 近隣自治体との連携        14 デジタル技術の活用 

15 その他（            ） 

課題２：健康で生きがいを持てるまちへの対応（５つ以内に〇） 

１ 健康づくり（疾病・介護予防）   ２ 医療提供体制の充実 

３ 介護・福祉サービスの充実     ４ 感染症対策の強化 

５ 就労希望の実現          ６ 生涯学習の機会の確保 

７ 芸術文化活動の機会の確保     ８ 運動・体力づくりの機会の確保 

９ 交流機会の確保          10 社会・地域貢献ができる機会の確保 

11 交通安全対策           12 移動手段の確保 

13 買い物のしやすさ         14 デジタル技術の活用 

15 その他（            ） 


